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東邦大学履修規程

　（趣旨）

第１条　この規程は、東邦大学（以下「本学」という。）における履修に関する事項

を定めることを目的とする。

　（履修登録）

第２条　履修する授業科目は、原則として教育課程、シラバス及び本規程に従い各

人が決定した上で、所定の期間内に履修登録しなければならない。

２　履修登録を行わない授業科目は、単位を修得することができない。

３　履修登録を行うことができる単位数は、別に定める。

４　履修登録の変更（訂正、取消、追加）は、原則として所定の期間に限り、行う

ことができる。

５　履修登録を行った授業科目は、必ず履修しなければならない。

　（授業科目の種類）

第３条　各授業科目は必修科目、選択科目及び自由科目に分けられる。

　（受講制限）

第４条　各授業科目は、その内容又は講義室の都合等により、受講資格を限定し、

又は受講人数を制限することがある。

　（重複履修の禁止）

第５条　学生は、同一時間に開講される授業科目を重複して履修することはできな

い。ただし、学部別に定める必要な手続きを経た場合は、この限りでない。

　（休講及び補講）

第６条　授業科目担当者が授業を休講するときは、止むを得ない場合を除き、あら

かじめ周知するものとする。

２　休講した授業は、原則、その学期内で補講を行う。

　（公欠）

第７条　学生が次に掲げる各号のいずれかの事由により授業を欠席する場合は、原

則として公欠として取り扱うものとする。

　⑴　学部長の指示により、学内外で行われる行事、式典、活動等に参加するとき

　⑵　学校保健安全法施行規則に規定する感染症に罹患した又は罹患の疑いがある

とき

　⑶　教育実習等の学外における教育活動へ参加するとき



　⑷　その他学部長がやむを得ないと認めたとき

２　公欠のときは、所定の手続きをとるものとする。

３　公欠の授業時間数は、全授業時間数からこれを控除するものとする。ただし、

演習及び実習における公欠の取り扱いについては別に規定する。

４　前項における控除できる授業時間数の合計は、全授業時間数の５分の１を超え

ることはできない。

　（忌引）

第８条　忌引のときは、所定の手続きをとるものとする。

２　忌引の日数は、原則として次の各号に掲げるとおりとする。

　⑴　配偶者　　７日

　⑵　子　　　　７日

　⑶　父母　　　７日（姻族３日）

　⑷　兄弟姉妹　３日（姻族１日）

　⑸　祖父母　　２日

　⑹　叔父叔母　１日

３　前項の期間内に、東邦大学学則第 17 条に規定する休業日が介在するときは、当

該期間に含めるものとする。

４　忌引の授業時間数は、全授業時間数からこれを控除するものとする。ただし、

演習及び実習における忌引の取り扱いについては別に規定する。

　（成績の評価）

第９条　授業科目の成績評価は、試験等、シラバスに記載した評価方法により、S、A、B、

C、F の 5 段階で行い、S、A、B、C を合格、F を不合格とする。ただし、必要に応

じて成績を保留（H）することがある。

２　成績評価の基準及び 100 点法は、次のとおりとする。

合否 評語 100 点法 評価基準

合

格

秀 S 90 点以上〜100 点
到達目標を達成し、特に優れた成績をお
さめている。

優 A 80 点以上〜90 点未満
到達目標を達成し、優れた成績をおさめ
ている。

良 B 70 点以上〜80 点未満 到達目標を達成している。

可 C 60 点以上〜70 点未満 到達目標を最低限達成している。

不

合

格

不

可
F

60 点未満
又は
評価不能

到達目標に達成していない。
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３　前項の規定にかかわらず、学生が履修した授業科目のうち、合否等により判定

する授業科目等の場合は、合格（P）又は不合格（Q）の評語により表し、学生が

他大学等で履修した授業科目等について、本学における履修とみなし、単位を与

える場合は、合格（P）の評語により表すものとする。

４　成績評価の結果に疑義が生じた場合、必要な手続きを経て所定の期間に照会で

きる。

　（成績の交付）

第10条　当該年度の成績は、所定の期間に、原則として学生本人及び保証人に通知

する。

　（試験）

第11条　試験の種類は、学事暦の定めた期間に実施する試験（以下、「定期試験」と

いう。）及び定期試験以外の方法（レポート等）とする。

２　事故、病気等やむを得ない事由で定期試験を受けることができなかった学生は、

追試験を受けることができる。

３　試験等、シラバスに記載した評価方法の結果、不合格となった学生は、学部別

に定める必要な手続きを経た場合、再度、試験（以下、「再試験」という。）を受

けることができる。ただし、再試験により合格とする場合の評語は C とし、100

点法は 60 点とする。

４　次の各号に該当する学生は、原則として試験を受けることができない。

　⑴　試験を受けようとする科目について、履修登録を行っていない者

　⑵　所定の授業時間数を欠席した者

　⑶　定期試験開始後 20 分以上遅刻した者

　⑷　受験時に学生証を所持していない者

　⑸　授業料及びその他の学費を手続きなく未納の者

　⑹　その他、学部別に定める要件を満たしていない者

５　試験の手続き等は、別に定める。

　（不正行為）

第12条　試験において、別に定める行為は不正行為とする。

２　不正行為を行った者及びそれに便宜を与えた者は、東邦大学学生懲戒規程によ

り、処罰を行う。

　（進級の要件及び認定）

第13条　進級するための必要な要件及びその認定方法は別に定める。



　（再履修）

第14条　前年度までに単位を修得できなかった授業科目については、再び履修して

単位を修得することができる。

２　再履修する授業科目については、再履修における成績評価が最終の評価となる。

　（再度履修）

第15条　単位を修得した授業科目については、原則として再度履修することはでき

ない。

２　前項にかかわらず、学部長が必要と認めるときは、必要な手続きを経て、再び

履修して単位を修得できる。

３　再度履修する授業科目の成績評価は別に定める。

　（GPA 制度）

第16条　GPA 制度については、別に定める。

　（雑則）

第17条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は、学長・学部長会議の議を経

て学長が別に定める。

　（規程の改廃）

第18条　この規程の改廃は、大学協議会の議を経て学長が決定する。

　　　附　則

　この規程は、令和３年４月１日から施行する。

　この規程は、一部改正の上、令和４年４月１日から施行する。 


